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六
月
二
一
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
日
本
か
ら
松
本
外
相
と
北
澤
防
衛
相
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
と
ゲ
ー
ツ
国
防
長
官
が
出
席
し
て
、
二
〇
〇
七
年
五
月
以
来

四
年
ぶ
り
の
日
米
外
交
・
防
衛
担
当
閣
僚
会
合
（
２
＋
２
）
が
開
催
さ
れ
た
。
民
主
党

政
権
に
な
っ
て
初
の
２
＋
２
会
合
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
八
月
の
総
選
挙
で
自
民
党
に
圧
勝
し
た
民
主
党
・
鳩
山
政
権
の
下
で
、

沖
縄
県
民
は
鳩
山
の
「
最
低
で
も
県
外
移
設
」
の
選
挙
公
約
に
大
き
な
期
待
を
か
け
た
。

し
か
し
鳩
山
政
権
は
発
足
当
初
か
ら
辺
野
古
新
基
地
建
設
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
真

剣
な
対
米
交
渉
を
進
め
る
意
思
も
能
力
も
持
た
な
か
っ
た
。
そ
し
て
昨
年
五
月
二
八
日

の
「
日
米
合
意
」
に
よ
っ
て
普
天
間
基
地
の
「
移
設
」
先
を
辺
野
古
沿
岸
と
す
る
自
公

政
権
時
の
方
針
に
舞
い
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

鳩
山
政
権
に
代
わ
っ
た
菅
政
権
は
、
鳩
山
政
権
以
上
の
対
米
従
属
性
を
強
め
て
い
っ

た
。
昨
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
防
衛
計
画
大
綱
は
、
自
衛
隊
の
南
西
諸
島
配

備
な
ど
「
中
国
の
脅
威
」
に
軍
事
的
に
対
抗
す
る
た
め
の
米
軍
戦
略
に
自
衛
隊
を
完
全

に
組
み
込
む
方
針
を
改
め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
は
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
戦
略
的
重
要
性

を
正
面
か
ら
打
ち
出
し
、
沖
縄
基
地
の
固
定
化
・
強
化
を
正
当
化
す
る
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、「
辺
野
古
」
案
に
は
な
ん
の
現
実
性
も
な
い
こ
と
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
で
も
辺
野
古
案
が
全
く
進
ま
な
い
こ
と
に
い
ら
だ
ち
が
つ
の
っ

て
い
る
。

　

米
上
院
軍
事
委
員
会
の
レ
ビ
ン
委
員
長
（
民
主
）、
マ
ケ
イ
ン
筆
頭
理
事
（
共
和
）、

ウ
ェ
ッ
ブ
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
小
委
員
長（
民
主
）が
さ
る
五
月
の
書
簡
で「
辺
野
古
移
転
」

を
放
棄
し
て
嘉
手
納
統
合
を
求
め
た
こ
と
、
さ
ら
に
米
会
計
検
査
院
（
Ｇ
Ａ
Ｏ
）
の
報

告
書
が
経
費
の
算
出
根
拠
が
不
明
な
ま
ま
「
米
軍
再
編
」
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
と
し
て
国
防
総
省
を
批
判
し
た
こ
と
は
、
そ
の
端
的
な
現
れ
だ
。
オ
バ
マ
政
権
、
米

議
会
は
自
国
の
財
政
危
機
に
対
処
す
る
た
め
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
軍
事
予
算
に
絞
っ
て
い

る
。
２
＋
２
直
前
の
六
月
一
七
日
に
、
米
上
院
軍
事
委
員
会
は
グ
ア
ム
移
転
費
の
全
額

却
下
を
決
定
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
六
月
二
一
日
の
「
２
＋
２
」
共
同
声
明
は
、
米
日
両
政
府
が
事
実
上
実

行
不
能
に
陥
っ
た
「
辺
野
古
新
基
地
」
建
設
案
に
あ
く
ま
で
固
執
す
る
し
か
な
い
、
と

い
う
展
望
喪
失
状
況
を
再
確
認
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
辺
野
古
移
転
の
期
限
を

二
〇
〇
六
年
五
月
の
２
＋
２
で
確
認
し
た
二
〇
一
四
年
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
な
い
こ
と

が
最
終
的
に
明
記
さ
れ
、「
一
四
年
よ
り
後
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
」
に
先
送
り
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
米
日
両
政
府
と
も
、「
辺
野
古
移
転
」
プ
ラ
ン
の
継
続
を
口
先
で
は
語

り
つ
つ
、当
面
の
と
こ
ろ
「
世
界
で
最
も
危
険
」
普
天
間
基
地
の
固
定
化
に
腹
を
く
く
っ

て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
＝
Ｍ
Ｖ
22
の
来
年
一
〇
月
ま
で
の
普
天
間
配
備
、
高
江
へ
の
ヘ

リ
パ
ッ
ド
建
設
工
事
の
強
行
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
２
＋
２
で
は
さ
ら
に
米
空
母
艦
載

機
の
離
発
着
訓
練
を
「
恒
久
的
施
設
」
と
し
て
鹿
児
島
県
馬
毛
島
に
作
ら
れ
る
基
地
で

行
う
方
針
を
明
記
し
て
い
る
。
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
Ｓ
Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
２
Ａ
の
日
米

共
同
開
発
を
通
じ
て
、
米
国
政
府
が
そ
れ
を
第
三
国
に
移
転
す
る
こ
と
を
日
本
政
府
は

最
終
的
に
承
認
し
た
。
重
要
な
こ
と
は
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
と
い
う

空
前
の
災
害
に
あ
た
っ
て
米
軍
が
発
動
し
た
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
と
日
米
共
同
作
戦
の

意
味
に
つ
い
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
大
規
模
な
共
同
対
処
の
成
功
は
、
長
年
に
わ
た
る
二
国
間
の
訓
練
、
演
習
及
び
計

画
の
成
果
を
実
証
し
た
」。「
自
衛
隊
及
び
米
軍
は
、
市
ヶ
谷
、
横
田
、
仙
台
に
日
米
両

国
の
要
員
が
配
置
さ
れ
、
運
用
調
整
の
中
心
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
日
米
調
整
所

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
経
験
は
将
来
の
あ
ら
ゆ
る
事
態
へ
の
対
応
の
モ
デ
ル
と
な
る
」

と
。

　

米
国
は
当
面
、「
中
国
の
脅
威
」
に
対
応
す
る
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
維
持
を
、日
本
、

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
全
面
的
協
力
の
下
で
図
ろ

う
と
す
る
。
そ
し
て
米
国
の
軍
事
的
覇
権
の
維
持
に
、
あ
く
ま
で
す
が
り
つ
こ
う
と
し

て
い
る
の
が
日
本
の
支
配
体
制
な
の
で
あ
る
。
こ
の
現
状
固
定
化
に
風
穴
を
あ
け
る
運

動
を
作
り
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

「
２
＋
２
」
は
何
を
示
し
た
か
─
─
現
状
固
定
化
を
打
ち
破
る
反
安
保
の
闘
い
へ
！　
　
　
　
　

国
富
建
治




